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２－２－２　標準化モジュール全体イメージ図

　　天井仕上げ工事施工後のイメージ図を以下に示す。

３－１　天井式X線管保持装置の種別

対象となるX線撮影室（検査目的による種別）

撮影目的別 装置種別 装置仕様

天井式X線管保持装置

（本体１台吊り）

天井式X線管保持装置

（本体１台吊り）

一般撮影室 天井式X線管保持装置

（胸部、骨部の複合） （本体２台吊り）

３－２　 標準化の摘要範囲

　　・　富士フイルムメディカル（株）　　　　　

図2-2-2　標準化モジュールイメージ図（天井仕上げ工事施工後）

骨部系撮影室 走行レール２本又は３本

日本国内において販売実績があり以下に示す（社）日本画像医療システム工業会会員会社

（７社）の標準仕様装置（本体２台吊りで最大装置荷重８６０kg）を摘要範囲とする。（特型機種

を除く）

　　・　（株）　島津製作所　　　　　　　　　　　　　・　シーメンス旭メディテック（株）　

走行レール２本又は３本

胸部系撮影室 走行レール２本

　　・　GE横河メディカルシステム（株）　　　　　・　東芝メディカルシステムズ（株）　

　　・　（株）　日立メディコ　　　　　　　　　　　　　・　（株）　フィリップスエレクトロニクスジャパン

３．適用範囲

ガイドレール支持材
（ネグロス電工製；D41-300W
　または同等品）



３－３ 　各メーカーの装置写真（ご参考）

３－４　標準化モジュールの種類

・パターン２　；　標準化モジュール（走行レール3本タイプ）　　4－２参照

走行レールの本数によりＸ線撮影室のスペースは大きく異なる。そのため、

標準化モジュールには以下の２つのパターンを用意している。

・パターン１　；　標準化モジュール（走行レール2本タイプ）　　4－1参照

写真を入れる

写真を入れる






















